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     視覚障
しかくしょう

がい等
とう

の理由
りゆう

がある人
ひと

のために，営利
えいり

目的
もくてき

を除
のぞ

き「録音
ろくおん

」「点字
てんじ

」「拡大
かくだい

」などを認
みと

めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

せ い ね ん

青年の父
ち ち

 

 
  

【４】２３歳
さい

で「田舎青年
い な か せ い ね ん

」の自費出版
じ ひ し ゅ っ ぱ ん

 

「田舎青年
いなかせいねん

」の原稿
げんこう

を書
か

き上
あ

げたものの，出版社
しゅっぱんしゃ

や

出版費
しゅっぱんひ

のあてがなかった。近
ちか

くに住
す

む漢学
かんがく

の岡崎朝一
おかざきあさいち

先生
せんせい

に原稿
げんこう

を渡
わた

し出版
しゅっぱん

のめどを付
つ

けてもらうことに

した。瀧之助日記
たきのすけにっき

１８９６年（明治２９年）２月７日

に，朝一先生
あさいちせんせい

から出版
しゅっぱん

の見通
みとお

しがついた事
こと

を伝
つた

える

便
たよ

りを手
て

にし「余
あま

リ嬉
うれ

シクテ弁当
べんとう

ヲ忘
わす

ル 手紙
てが み

ヲ 繙
ひもと

クコト四度
よんど

ナリ」とその喜
よろこ

びを記
しる

している。 

当時
とうじ

の風潮
ふうちょう

は，都会
とかい

に住
す

む学生
がくせい

・書生
しょせい

が「青年
せいねん

」

であり，田舎
いなか

に住
す

む若者
わかもの

は「青年
せいねん

」の概念
がいねん

の外
そと

におか

れていた。「田舎青年
いなかせいねん

」の冒頭
ぼうとう

の文章
ぶんしょう

で「均
ひと

しく是
こ

れ

青年
せいねん

なり」とその誤
あやま

りを指摘
してき

，田舎青年
いなかせいねん

を救
すく

うには，

「青年会
せいねんかい

を設
もう

くべし。青年
せいねん

相集
あいつど

いて一つの団結
だんけつ

を作
つく

り，相互
そうご

に注意
ちゅうい

・忠告
ちゅうこく

・連携
れんけい

・精研
せいけん

すべし」と説
と

き，

さらに全国青年会
ぜんこくせいねんかい

連合
れんごう

の設立
せつりつ

を提案
ていあん

している。 

出版
しゅっぱん

したものの売
う

れ行
ゆ

きは悪
わる

く，借金
しゃっきん

が残
のこ

り，書
しょ

評
ひょう

も良
よ

くなかった。ただ，当時
とうじ

，最
もっと

も権威
けんい

があり第
だい

一流
いちりゅう

の新聞
しんぶん

である「日本
にほん

」の記者
きしゃ

，五百木
い ほ ぎ

良三
りょうぞう

は，

直言
ちょくげん

で田舎青年
いなかせいねん

の無気力
むきりょく

を叱
しか

っているが「近代
きんだい

の活
かっ

 

気
き

なきは，独
ひと

り田舎青年
いなかせいねん

のみではな

く，中央青年
ちゅうおうせいねん

においても同
おな

じであ

る。一読
いちどく

に価
あたい

する本
ほん

である。」と好
こう

意的
いてき

な評
ひょう

を書
か

き，励
はげ

ましの手紙
てがみ

を

届
とど

けてくれた。  次号
じご う

に続
つづ

く 

執筆
しっぴつ

：上田
うえだ

靖士
せい し

（山本瀧之助研究会会員
やまもとたきのすけけんきゅうかいかいいん

） 

沼隈
ぬ ま く ま

図書館
と し ょ か ん

だより ℡９８７－５６３０ 

☆初
 はじ

めての「読
 よ

み聞
 き

かせ」 

～ステップアップ編
 へん

～（連続
れんぞく

講座
こう ざ

） 

と き  第１回 ものがたりと科学
かがく

絵本
えほ ん

 

１０月１９日（水）１０：３０～ 

     第２回 語
かた

りとブックトーク 

１０月２６日（水）１０：３０～ 

定 員  ２０人 両日
りょうじつ

とも参加
さんか

できる方
かた

 

  子
こ

どもの本
ほん

に興味
きょうみ

のある方
かた

 

申込み  １０月３日（月）１０：００～ 

（来館
らいかん

か電話
でんわ

で） 

 

 

インターネットの普及
ふきゅう

により，私
わたし

たちの生活
せいかつ

は便利
べんり

になりました。しかし，他人
たにん

への誹謗
ひぼう

・中 傷
ちゅうしょう

を掲示板
けいじばん

に投稿
とうこう

したり，個人
こじん

のプライバシーに関
かか

わる情報
じょうほう

を掲
けい

載
さい

するなど，人権
じんけん

侵害
しんがい

につながるような行為
こうい

が多発
たはつ

し

ています。インターネットに掲載
けいさい

された情報
じょうほう

は簡単
かんたん

に

複製
ふくせい

でき，他
た

の場所
ばしょ

に転載
てんさい

されるなどしてまたたく間
ま

に広
ひろ

がってしまいます。インターネット上
じょう

では，匿名
とくめい

で情報
じょうほう

を発信
はっしん

することができます。だからといってこ

のような無責任
むせきにん

な行為
こうい

は許
ゆる

されません。インターネッ

トをどう使
つか

うか，使
つか

う人
ひと

の人権
じんけん

感覚
かんかく

が問
と

われています。 

南部
なんぶ

管内
かんない

の講座
こうざ

のご案内
あんない

です。 みなさま どうぞ ご参加
さんか

ください。 

 

 

 

と き  １１月１３日（日）９：３０～ 

ところ  沼隈
ぬまくま

サンパル・福祉
ふくし

会館
かいかん

・沼隈支所駐車場
ぬまくまししょちゅうしゃじょう

 

内
ない

 容
よう

  被爆
ひば く

ピアノコンサート 

     東日本
ひがしにほん

大震災
だいしんさい

関連
かんれん

コーナー 

     我
わ

がまち自慢
じまん

学区情報発信
がっくじょうほうはっしん

コーナー 他
ほか

 

協賛
きょうさん

事業
じぎょう

  山本瀧之助没
やまもとたきのすけぼつ

８０周年記念行事
しゅうねんきねんぎょうじ

 

     記念講演会
きねんこうえんかい

・書道作品展
しょどうさくひんてん

・特別企画展
とくべつきかくてん

 

鞆
と も

コミュニティセンター 

℡９８２－１８８２ 

☆陽
 ひ

だまりいい鞆
 とも

（高齢者
こうれいしゃ

交流
こうりゅう

事業
じぎょう

） 

毎月
まいつき

第
だい

２水曜日
すいようび

に高齢者
こうれいしゃ

の交流
こうりゅう

を目的
もくてき

に開催
かいさい

してい

ます。１０月は理学
りがく

療法士
りょうほうし

さんの楽
たの

しいお話
はなし

です。 

と き  １０月１２日（水）１０：００～ 

内
ない

 容
よう

  加齢
かれ い

を華麗
かれい

に～運動
うんどう

機能
きの う

を中心
ちゅうしん

に～ 

講
こう

 師
し

  森田
もり た

 祐治
ゆう じ

さん（理学
りがく

療法士
りょうほうし

） 

 


